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第３章 建設コンサルタントの役割とその多様化 

 

 

中部圏インフラ整備構想 

～実現に向けた取組み～ 

１）はじめに 

「中部圏インフラ整備構想」は、2050年を見据えた“『真の豊かさ』を実感できる国土づくり”

をテーマに掲げ、「安全・安心の確保」「持続可能な経済の好循環の実現」「持続可能な地域社

会の形成」を基本方針として策定された。本構想は、3つのワーキングで構成される推進委員会を

中心に、建設コンサルタンツ協会中部支部が総力を挙げて取り組み、令和7年4月に取りまとめら

れ、令和7年6月に発表会を開催し、中部地方整備局や愛知・静岡・岐阜・三重県の職員、会員企

業などに説明を行っている。構想は策定すること自体よりも、その実行を通じて成果を生み出す

ことが重要である。 そのためには、建設コンサルタンツ協会及び各企業が、本構想の実現に向け

て主体的に取り組み、継続的に推進していくことが不可欠である。 

 

２）中部圏インフラ整備構想の実現に向けて 

建設コンサルタンツ協会中部支部は、中部圏で暮らす人々が「真の豊かさ」を実感できる社会

の実現を目指し、その基盤となる「中部圏インフラ整備構想」の実現に取り組んでいる。本構想

の策定後には広報委員会を立ち上げ、同委員会を中心に、以下の取組みを積極的に推進している。 

ａ）市民・学生など幅広い層への理解促進 

協会は、各委員会活動、講演会、建設コンサルタントフェアなどを通じて、

多くの市民や学生に本構想への理解を深めてもらう。 

ｂ）国・自治体との連携と提案活動 

国や自治体との意見交換会を通じて本構想への理解を得るとともに、各行

政機関が策定するビジョンを補完する提案や、行政が抱える課題への解決提

案を第一段階として提示し、継続的な意見交換を重ねながら取組みを進め

る。令和８年度は、中部地方整備局が掲げるビジョンのうち、「あらゆる関

係者の協働による流域治水の加速化・深化」「安全で快適な道路空間の形

成」「中部の将来を見据えた地域づくり」などを対象に、本構想の適用可能

性を検討し、これらのビジョンを補完する提案を行う予定である。 

ｃ）企業による構想実現への貢献 

各企業は、協会活動の支援に加え、社内での周知や業務を通じた技術提案などにより、本構想

の具現化に努める。 

 

３）おわりに 

本構想は2050年を見据えて策定しているが、今後の経済・社会情勢の変化に応じて、適宜見直

していくことが必要であると考えている。本構想が、中部圏の未来を見据えたインフラ整備の検

討に資するものとなり、この地域で暮らす人々が「真の豊かさ」を実感できる中部圏の実現につ

ながることを、心より願っている。 

 

市民への説明の様子 

支部のトピックス（中部支部） 




